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ご自由にお持ち下さい

目次
腎臓内科　田村医師（血液浄化療法室）

各科診療担当医表

ホームページはこちら→

平成 28 年１月１日現在

担当医表は予告なく変更されることがあります

●受付は８時～ 11 時 30 分までです。
●午後の診察は予約外来、慢性疾患外来のみです。
●各科の再診は予約もできます。
●毎月第 2・3・5 土曜日は休診です。
●救急患者様につきましてはこの限りではありません。

当院では、初診時に他の医療機関からの紹介状（診療情報提供書）をお持ちでない患者様から保険外療養費 3,000 円（税込み）
を頂いております。初診の際はできるだけ「紹介状」をお持ち下さい。
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新年のご挨拶
　　院長　木村　薫

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
幸
多

き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
賀
新
年

平
成
二
十
八
年

申
年

地
上
６
階
、屋
上
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、救
命
部
門
と
初
期
救
急
の
篠
ノ
井
総
合
病
院
・

医
師
会
急
病
セ
ン
タ
ー
を
３
倍
、
特
定
集
中
治
療
室
を
１
・５
倍
、
高
度
治
療
室
を
３
倍
、

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
（
産
科
、
新
生
児
科
）
を
２
倍
、
手
術
室
を
一
新
い
た
し

ま
し
た
。
新
病
棟
で
は
３
１
４
床
の
う
ち
個
室
が
30
％
、
残
り
の
70
％
を
４
床
室
に
し

ま
し
た
。
４
床
室
は
感
染
対
策
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、快
適
性
確
保
の
た
め
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
仕
切
り
、
各
部
屋
に
車
い
す
で
入
れ
る
ト
イ
レ
を
付
け
ま
し
た
。

　
新
棟
は
地
域
の
災
害
、
救
命
セ
ン
タ
ー
と
な
る
と
と
も
に
、
癌
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、

周
産
期
（
産
科
）、透
析
、外
傷
、内
視
鏡
検
査
及
び
手
術
、リ
ュ
ウ
マ
チ
膠
原
病
、糖
尿
病
、

睡
眠
時
無
呼
吸
治
療
、
尿
路
結
石
治
療
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
、
不
妊
治
療
な
ど
、
高
度
で

特
色
あ
る
医
療
を
展
開
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
命
と
健
康
を
守
る
一
大
拠
点
と
し
て
今

ま
で
以
上
に
頑
張
る
所
存
で
す
。
ま
た
環
境
的
に
は
、
病
院
隣
接
地
に
災
害
時
の
避
難

場
所
も
か
ね
た
篠
ノ
井
中
央
公
園
が
出
来
、
快
適
な
療
養
環
境
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
院
は
昨
年
、
長
野
県
よ
り
地
域
医
療
支
援
病
院
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
国

が
推
進
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心
に
な
る
病
院
で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
は
篠
ノ
井
な
ど
の
地
域
を
１
つ
の
病
院
と
み
な
し
、
外
来
初
診
は
開
業
医
、
入

院
や
手
術
な
ど
の
高
度
医
療
は
病
院
で
お
こ
な
い
、
回
復
期
、
慢
性
期
、
在
宅
医
療
を

円
滑
に
進
め
、
そ
の
地
域
で
医
療
を
完
結
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
今
後
、
地
域
包
括

医
療
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
地
域
住
民
の
た
め
に
よ
り
良
い
医
療
を
行
う
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
当
院
は
本
年
創
立
49
周
年
を
迎
え
ま
す
。
開
院
時
は
わ
ず
か
30
床
の
病
院
で
し
た
が
、

地
域
の
皆
様
の
御
支
持
の
お
か
げ
で
４
３
３
床
の
長
野
市
南
部
の
中
核
病
院
に
発
展
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
医
療
を
末
永
く
守
る
た
め
、
本
年
は
長
野
県
よ
り
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
に
指
定
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
急
性
期
病
院
と
し
て
高

度
医
療
、
救
急
医
療
に
力
を
入
れ
安
全
で
信
頼
さ
れ
る
病
院
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
本
年
が
良
い
年
で
あ
る
よ
う
に
願
う
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
６
年
１
月
１
日

　
日
ご
ろ
は
当
院
の
運
営
に
際
し
、地
域
住
民
の
皆
様
、更
級
、千
曲
医
師
会
の
先
生
方
、

地
元
Ｊ
Ａ
、
関
係
行
政
、
関
連
大
学
な
ど
の
皆
様
に
格
別
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
医
療
費
抑
制
、
医
師
看
護
師
不
足
な
ど
厳
し
い
医
療
情
勢

で
は
あ
り
ま
す
が
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
お
陰
で
何
と
か
地
域
医
療

を
守
る
こ
と
が
出
来
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
科
学
面
で
大
村
智
さ
ん
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受
賞
、
梶
田
隆
章
さ
ん

の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
受
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
の
羽

生
選
手
の
活
躍
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
活
躍
、
体
操
の
内
村
選
手
の
活
躍

な
ど
良
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
鬼
怒
川
の
氾
濫
に
よ
る
大
洪

水
に
よ
る
大
き
な
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
我
が
国
で
は
、
近
ご
ろ
毎
年
の
よ
う
に
大
き

な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
不
安
を

感
じ
ま
す
。
自
然
の
猛
威
に
は
抗
し
難
い
で
す
が
、
何
か
あ
っ
た
時
に
き
ち
ん
と
対
応

で
き
る
よ
う
な
備
え
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
当
院
は
免
震
構
造
の
新
し
い
病
棟
が
建

ち
、
ま
た
ソ
フ
ト
面
で
は
毎
年
防
災
訓
練
、
災
害
対
応
訓
練
、
防
火
訓
練
を
実
施
し
、

常
に
有
事
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

　　
昨
年
は
待
望
し
て
お
り
ま
し
た
新
棟
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
新
棟
は
、
地
下
１
階
、

謹 賀 新 年
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特集1

診療部長・内科統括部長
人工腎センター長

田村　克彦

■
腎
臓
内
科
で
は

　
腎
臓
内
科
で
は
主
に
慢
性
に
経
過

す
る
腎
臓
病
を
診
療
し
て
い
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
は
次
の
項
で

述
べ
ま
す
が
、慢
性
腎
炎
、ネ
フ
ロ
ー

ゼ
症
候
群
、慢
性
腎
不
全
や
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
膠
原
病
、
肥
満
、
脂
質
異

常
症
な
ど
に
続
発
す
る
二
次
性
腎
疾

患
、
遺
伝
性
疾
患
で
あ
る
多
発
性
の

う
胞
腎
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
腎
臓

内
科
で
は
急
性
腎
炎
、
急
速
進
行
性

腎
炎
や
急
性
腎
不
全
な
ど
の
急
性
の

腎
臓
病
も
診
療
し
ま
す
。
さ
ら
に
慢

性
腎
臓
病
が
進
行
し
て
末
期
腎
不
全

に
進
行
す
れ
ば
透
析
治
療
を
行
い
ま

す
。
そ
の
他
、
血
漿
交
換
や
白
血
球

除
去
療
法
な
ど
、
ま
た
急
性
腎
不
全

や
多
臓
器
不
全
に
対
す
る
急
性
血
液

■
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て

　
C
K
D
（
シ
ー
ケ
ー
デ
ィ
）
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
C
K
D
と
は
慢
性
の
腎
臓
の
病

気
を
意
味
す
る
英
語
「Chronic 

Kidney Disease

」
の
略
で
、
日
本

語
で
は
「
慢
性
腎
臓
病
」
と
訳
さ
れ

ま
す
。慢
性
糸
球
体
腎
炎
や
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
原
因
は
様
々
で
す
が
、

腎
臓
の
働
き
（
糸
球
体
ろ
過
量
：

GFR

）
が
健
常
人
の
60
％
未
満
に
低

下（GFR

が
60m

l/

分/

1.73
㎡
未
満
）、

あ
る
い
は
尿
た
ん
ぱ
く
と
い
っ
た
腎

疾
患
の
存
在
を
示
す
所
見
が
３
か
月

以
上
続
く
方
が
該
当
し
ま
す
。
年
齢

と
と
も
に
腎
機
能
は
低
下
し
ま
す
の

で
、
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど
C
K
D
が

多
く
な
り
ま
す
。
高
血
圧
、糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
、
家
族
に
腎
臓
病
の
人
が

い
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。

腎
臓
病
は
、
た
ん
ぱ
く
尿
や
血
尿
が

浄
化
療
法
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。

出
た
り
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、

だ
ん
だ
ん
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
て

い
く
病
気
で
す
。
腎
臓
の
機
能
が
低

下
し
末
期
腎
不
全
に
な
る
と
、
透
析

と
い
う
大
変
な
治
療
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
透
析
患
者
数

は
30
万
人
を
超
え
、
年
間
約
1
万
人

の
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
腎
臓
病
が
あ
る
と
、
心
臓
や

血
管
の
病
気
が
多
い
こ
と
も
わ
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
末
期
腎
不
全
の
人
が

日
本
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
的
に
増

加
し
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
腎
臓
の
病
気
の
発
病
を
予
防

す
る
と
と
も
に
、
重
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を

目
的
と
し
て
、
こ
の
慢
性
腎
臓
病

（CKD

）
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
透
析
予
備

軍
と
も
い
え
る
慢
性
腎
臓
病
患
者
さ

ん
は
、
日
本
で
は
約
2
0
0
0
万
人

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

特集 1　腎臓内科

西棟　人工腎センター
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特集1

診療部長・内科統括部長
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■
腎
臓
の
役
割

　
腎
臓
は
、
か
ら
だ
の
背
中
側
、
腰

の
や
や
上
の
あ
た
り
に
左
右
２
つ
あ

る
、
握
り
こ
ぶ
し
ぐ
ら
い
の
大
き
さ

で
、
そ
ら
ま
め
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
る
臓
器
で
す
。

　
腎
臓
に
は
、
血
液
か
ら
尿
を
作
り

出
す
仕
組
み
と
し
て
「
ネ
フ
ロ
ン
」

と
い
う
構
造
が
あ
り
ま
す
。
ネ
フ
ロ

ン
は
血
液
か
ら
老
廃
物
を
ろ
過
す
る

糸
球
体
と
、
水
分
や
塩
分
・
カ
リ
ウ

ム
な
ど
の
電
解
質
を
再
吸
収
・
分
泌

■
腎
臓
の
働
き
っ
て
？

　
尿
を
作
る
こ
と
に
よ
り
老
廃
物
を

排
泄
す
る
働
き
以
外
に
、
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
を
一
定
に

し
、
血
液
を
弱
ア
ル
カ
リ
性
に
保
つ

働
き
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
骨

を
つ
く
る
の
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン 

■
腎
臓
の
病
気
と
は

　
腎
臓
病
に
か
か
る
と
こ
れ
ら
の
働

き
が
悪
く
な
り
ま
す
が
、
腎
臓
病
は

か
な
り
進
行
す
る
ま
で
、
一
般
に
自

覚
症
状
が
出
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
早
期
に
発
見
、
治
療
し
な
い

と
、
い
つ
の
ま
に
か
透
析
が
必
要
な

状
態
に
ま
で
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
腎
臓
病
は
、
慢
性
糸
球
体
腎
炎
だ

け
で
な
く
、
最
近
で
は
む
し
ろ
糖
尿

病
や
高
血
圧
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病

に
関
連
し
て
起
こ
る
場
合
が
増
え
て

い
ま
す
。
特
に
糖
尿
病
は
、
現
在
、

透
析
療
法
を
開
始
す
る
患
者
に
お
い

て
最
も
頻
度
の
高
い
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
不
良
な
糖
尿
病
は
、
腎
障
害

の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。従
っ
て
、

そ
の
予
防
に
は
糖
尿
病
の
厳
格
な
管

理
が
必
要
で
す
。

■
腎
臓
病
の
種
類

　
腎
臓
の
病
気
に
は
、
腎
臓
自
体
の

障
害
に
よ
っ
て
お
こ
る
場
合
と
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
全
身
性
の
病

気
に
続
い
て
腎
障
害
が
お
こ
る
場
合

と
が
あ
り
ま
す
。

　慢
性
糸
球
体
腎
炎

　
腎
臓
の
中
の
糸
球
体
に
慢
性
的
に

炎
症
を
生
じ
る
疾
患
の
総
称
で
、
血

尿
や
た
ん
ぱ
く
尿
を
生
じ
、
持
続
す

る
こ
と
で
次
第
に
腎
機
能
が
低
下
し

ま
す
。
新
た
に
難
病
に
指
定
さ
れ
た

IgA

腎
症
や
膜
性
腎
症
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
腎
生
検
で
診

断
し
ま
す
。

　糖
尿
病
性
腎
症

　
糖
尿
病
性
腎
症
は
、
糖
尿
病
に

伴
っ
て
生
じ
る
腎
障
害
で
、網
膜
症
・

神
経
障
害
と
と
も
に
糖
尿
病
の
３
大

合
併
症
の
１
つ
で
す
。
糖
尿
病
で
血

糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
い
と
糸
球

体
が
障
害
を
受
け
腎
不
全
に
進
行
し

ま
す
。
我
が
国
の
透
析
導
入
患
者
の

原
因
疾
患
の
現
在
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　腎
硬
化
症

　
高
血
圧
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
全
身
の
動
脈
硬
化
を
来
し
、

腎
臓
の
細
い
血
管
に
も
動
脈
硬
化
が

及
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
腎
臓
の
機
能

が
低
下
す
る
疾
患
で
す
。
現
在
日
本

の
透
析
導
入
の
原
因
の
第
３
位
と

な
っ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　多
発
性
の
う
胞
腎

　
多
発
性
の
う
胞
腎
は
腎
臓
に
の
う

胞
（
液
体
が
た
ま
っ
た
袋
）
が
た
く

さ
ん
で
き
て
年
齢
と
と
も
に
大
き
く

な
り
、
腎
臓
を
圧
迫
し
、
腎
臓
本
来

の
働
き
が
徐
々
に
低
下
す
る
遺
伝
性

の
病
気
で
す
。
日
本
で
は
透
析
に
な

る
原
因
疾
患
の
第
５
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

　
腎
臓
か
ら
血
液
中
の
た
ん
ぱ
く
が

尿
に
大
量
に
漏
れ
出
る
状
態
を
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
症
候
群
と
い
い
ま
す
。
大
量

の
た
ん
ぱ
く
尿
と
低
た
ん
ぱ
く
血

症
、
浮
腫
な
ど
の
症
状
で
診
断
し
ま

す
。
腎
生
検
な
ど
で
の
原
因
診
断
が

非
常
に
大
切
で
す
。

特集 1　腎臓内科

腎臓はどこにあるの？慢性腎臓病が進行するとどうなりますか？
慢性腎臓病にはその状態に応じた治療法があります。

慢性腎臓病が進行し、 末期腎不全になると、 透析療法をはじめとする

腎代替療法が必要となります。

に
よ
り
体
の
成
分
を
調
整
し
て
い
る

尿
細
管
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
１
つ

の
腎
臓
に
約

100
万
個
の
ネ
フ
ロ
ン
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
臓
は
１
分
間
に
5
L
の
血
液
を

送
り
出
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
４

分
の
1
が
腎
臓
に
送
ら
れ
、
糸
球
体

で
ろ
過
さ
れ
て
原
尿
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
原
尿
の
大
部
分
は
尿
細
管

で
必
要
な
物
質
を
再
吸
収
し
、
体
に

不
要
な
老
廃
物
を
尿
と
し
て
排
泄
す

る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

◆位置

　　図の様に、 腰のやや上で背中側にあります

◆形と大きさ

　　そら豆の様な形で、 左右に一対あります。 大人では

　　にぎり拳くらいの大きさで、 重さは１２０～１５０ｇ　　前後です

　

Ｄ
の
活
性
化
、
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン

（
造
血
ホ
ル
モ
ン
）
や
レ
ニ
ン
（
血

圧
を
あ
げ
る
）
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
を

つ
く
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

1 つの腎臓にはこのネフロンが約100万個あります
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で
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
腎
臓
病
は
、
慢
性
糸
球
体
腎
炎
だ

け
で
な
く
、
最
近
で
は
む
し
ろ
糖
尿

病
や
高
血
圧
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病

に
関
連
し
て
起
こ
る
場
合
が
増
え
て

い
ま
す
。
特
に
糖
尿
病
は
、
現
在
、

透
析
療
法
を
開
始
す
る
患
者
に
お
い

て
最
も
頻
度
の
高
い
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
不
良
な
糖
尿
病
は
、
腎
障
害

の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。従
っ
て
、

そ
の
予
防
に
は
糖
尿
病
の
厳
格
な
管

理
が
必
要
で
す
。

■
腎
臓
病
の
種
類

　
腎
臓
の
病
気
に
は
、
腎
臓
自
体
の

障
害
に
よ
っ
て
お
こ
る
場
合
と
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
全
身
性
の
病

気
に
続
い
て
腎
障
害
が
お
こ
る
場
合

と
が
あ
り
ま
す
。

　慢
性
糸
球
体
腎
炎

　
腎
臓
の
中
の
糸
球
体
に
慢
性
的
に

炎
症
を
生
じ
る
疾
患
の
総
称
で
、
血

尿
や
た
ん
ぱ
く
尿
を
生
じ
、
持
続
す

る
こ
と
で
次
第
に
腎
機
能
が
低
下
し

ま
す
。
新
た
に
難
病
に
指
定
さ
れ
た

IgA

腎
症
や
膜
性
腎
症
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
腎
生
検
で
診

断
し
ま
す
。

　糖
尿
病
性
腎
症

　
糖
尿
病
性
腎
症
は
、
糖
尿
病
に

伴
っ
て
生
じ
る
腎
障
害
で
、網
膜
症
・

神
経
障
害
と
と
も
に
糖
尿
病
の
３
大

合
併
症
の
１
つ
で
す
。
糖
尿
病
で
血

糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
い
と
糸
球

体
が
障
害
を
受
け
腎
不
全
に
進
行
し

ま
す
。
我
が
国
の
透
析
導
入
患
者
の

原
因
疾
患
の
現
在
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　腎
硬
化
症

　
高
血
圧
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
全
身
の
動
脈
硬
化
を
来
し
、

腎
臓
の
細
い
血
管
に
も
動
脈
硬
化
が

及
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
腎
臓
の
機
能

が
低
下
す
る
疾
患
で
す
。
現
在
日
本

の
透
析
導
入
の
原
因
の
第
３
位
と

な
っ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　多
発
性
の
う
胞
腎

　
多
発
性
の
う
胞
腎
は
腎
臓
に
の
う

胞
（
液
体
が
た
ま
っ
た
袋
）
が
た
く

さ
ん
で
き
て
年
齢
と
と
も
に
大
き
く

な
り
、
腎
臓
を
圧
迫
し
、
腎
臓
本
来

の
働
き
が
徐
々
に
低
下
す
る
遺
伝
性

の
病
気
で
す
。
日
本
で
は
透
析
に
な

る
原
因
疾
患
の
第
５
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

　
腎
臓
か
ら
血
液
中
の
た
ん
ぱ
く
が

尿
に
大
量
に
漏
れ
出
る
状
態
を
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
症
候
群
と
い
い
ま
す
。
大
量

の
た
ん
ぱ
く
尿
と
低
た
ん
ぱ
く
血

症
、
浮
腫
な
ど
の
症
状
で
診
断
し
ま

す
。
腎
生
検
な
ど
で
の
原
因
診
断
が

非
常
に
大
切
で
す
。

特集 1　腎臓内科

腎臓はどこにあるの？慢性腎臓病が進行するとどうなりますか？
慢性腎臓病にはその状態に応じた治療法があります。

慢性腎臓病が進行し、 末期腎不全になると、 透析療法をはじめとする

腎代替療法が必要となります。

に
よ
り
体
の
成
分
を
調
整
し
て
い
る

尿
細
管
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
１
つ

の
腎
臓
に
約

100
万
個
の
ネ
フ
ロ
ン
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
臓
は
１
分
間
に
5
L
の
血
液
を

送
り
出
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
４

分
の
1
が
腎
臓
に
送
ら
れ
、
糸
球
体

で
ろ
過
さ
れ
て
原
尿
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
原
尿
の
大
部
分
は
尿
細
管

で
必
要
な
物
質
を
再
吸
収
し
、
体
に

不
要
な
老
廃
物
を
尿
と
し
て
排
泄
す

る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

◆位置

　　図の様に、 腰のやや上で背中側にあります

◆形と大きさ

　　そら豆の様な形で、 左右に一対あります。 大人では

　　にぎり拳くらいの大きさで、 重さは１２０～１５０ｇ　　前後です

　

Ｄ
の
活
性
化
、
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン

（
造
血
ホ
ル
モ
ン
）
や
レ
ニ
ン
（
血

圧
を
あ
げ
る
）
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
を

つ
く
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

1 つの腎臓にはこのネフロンが約100万個あります
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■
腎
臓
病
の
種
類

　
腎
臓
の
病
気
に
は
、
腎
臓
自
体
の

障
害
に
よ
っ
て
お
こ
る
場
合
と
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
全
身
性
の
病

■
主
な
検
査
の
種
類
と
概
要

　
尿
検
査
・
血
液
検
査
・
腎
臓
の
画

像
検
査
・
腎
生
検
な
ど
に
よ
り
診
断

し
ま
す
。

Ⅰ 

尿
検
査（
早
期
発
見
の
た
め
の
検
査
）

　
尿
に
た
ん
ぱ
く
や
血
液
が
漏
れ
出

て
い
な
い
か
を
検
査
し
ま
す
。
腎
臓

病
か
ど
う
か
の
手
が
か
り
を
得
る
た

め
の
最
も
簡
単
な
検
査
で
す
。

Ⅱ 
血
液
検
査（
進
行
度
合
い
の
確
認
）

　
定
期
健
診
な
ど
で
一
般
的
に
行
わ

れ
る
検
査
で
す
。
な
か
で
も
大
切
な

の
が
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
で
す
。

①
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
（Cr

）

　
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
筋
肉
に
含
ま
れ

て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
の
老
廃
物
で

す
。
本
来
は
、
尿
素
窒
素
と
同
様
に

腎
臓
の
糸
球
体
で
ろ
過
さ
れ
尿
中
に

排
泄
さ
れ
ま
す
が
、
腎
臓
の
機
能
が

低
下
す
る
と
尿
中
に
排
泄
さ
れ
る
量

■
腎
臓
病
の
治
療
方
法

　
慢
性
腎
臓
病
に
対
し
て
は
、
末
期

腎
不
全
へ
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
に
、

ま
た
透
析
導
入
を
遅
ら
せ
る
た
め
に

生
活
習
慣
の
改
善
、
食
事
療
法
、
薬

物
療
法
な
ど
の
治
療
が
必
要
で
す
。

生
活
習
慣
で
は
、
禁
煙
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
定
期
的
な
運
動
に
心
掛
け
、

糖
分
や
動
物
性
脂
肪
の
摂
取
に
気
を

付
け
肥
満
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

脱
水
、
風
邪
、
過
労
な
ど
に
も
注
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
原
疾
患
に
対
す
る
治
療
が
優
先
さ

れ
ま
す
が
、
食
事
療
法
と
血
圧
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
腎
機
能
障
害
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
た
め
に
重
要
で
す
。
た
ん

ぱ
く
質
と
塩
分
制
限
を
中
心
と
し
た

食
事
に
な
り
ま
す
。
血
圧
が
高
い
こ

と
は
腎
臓
に
負
担
が
か
か
っ
て
腎
臓

の
障
害
を
進
行
さ
せ
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
塩
分
制
限
に
加
え
、
降
圧
剤

で
の
調
節
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
他
、
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と

体
が
酸
性
に
な
っ
た
り
、
貧
血
が
進

行
す
る
た
め
そ
れ
を
補
う
薬
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
慢
性
腎
臓
病
が
進
行

気
に
続
い
て
腎
障
害
が
お
こ
る
場
合

と
が
あ
り
ま
す
。

　慢
性
糸
球
体
腎
炎

　
腎
臓
の
中
の
糸
球
体
に
慢
性
的
に

炎
症
を
生
じ
る
疾
患
の
総
称
で
、
血

尿
や
た
ん
ぱ
く
尿
を
生
じ
、
持
続
す

る
こ
と
で
次
第
に
腎
機
能
が
低
下
し

ま
す
。
新
た
に
難
病
に
指
定
さ
れ
た

IgA

腎
症
や
膜
性
腎
症
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
腎
生
検
で
診

断
し
ま
す
。

　糖
尿
病
性
腎
症

　
糖
尿
病
性
腎
症
は
、
糖
尿
病
に

伴
っ
て
生
じ
る
腎
障
害
で
、網
膜
症
・

神
経
障
害
と
と
も
に
糖
尿
病
の
３
大

合
併
症
の
１
つ
で
す
。
糖
尿
病
で
血

糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
い
と
糸
球

体
が
障
害
を
受
け
腎
不
全
に
進
行
し

ま
す
。
我
が
国
の
透
析
導
入
患
者
の

原
因
疾
患
の
現
在
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　腎
硬
化
症

　
高
血
圧
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
全
身
の
動
脈
硬
化
を
来
し
、

腎
臓
の
細
い
血
管
に
も
動
脈
硬
化
が

が
減
少
し
、
血
液
中
に
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
が
た
ま
り
ま
す
。
腎
臓
の
機
能
の

低
下
と
と
も
に
、
そ
の
値
は
高
く
な

り
ま
す
。
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
が

8.0m
g/dl

以
上
と
な
る
と
透
析
導
入

が
検
討
さ
れ
ま
す
。

②eGFR

（
推
算
糸
球
体
ろ
過
量
）

　GFR

は
、
糸
球
体
ろ
過
量
の
略
語

で
、
腎
臓
の
中
に
あ
る
糸
球
体
が
ど

れ
く
ら
い
の
老
廃
物
を
ろ
過
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
示
す
値
で
す
。
　

m
l/

分
と
い
う
単
位
で
す
が
、
お
お

よ
そ
腎
機
能
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に

対
応
し
て
お
り
、GFR

が
75 m

l/

分

で
あ
れ
ば
、
腎
機
能
が
健
康
時
の

75
％
程
度
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
慢
性
腎
臓
病
（CKD

）
は
、
そ

の
重
症
度
に
応
じ
て
、
ス
テ
ー
ジ
１

か
ら
５
の
５
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
指
標
と
な
る
の
が

eGFR
で
す
。eGFR

は
血
清
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
値
と
年
齢
と
性
別
か
ら
計
算

さ
れ
ま
す
。
腎
臓
の
機
能
の
低
下
リ

ス
ク
が
高
ま
る
の
は
、
一
般
的
に
は

eGFR

50m
L/m

in
未
満
、
70
歳
以
上

で
はeGFR40m

L/m
in

未
満
で
す
。

こ
の
値
は
腎
臓
専
門
医
へ
の
紹
介
の

基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅲ 

画
像
診
断
（
詳
細
な
診
断
）

　
超
音
波
検
査
や
腹
部
C
T
は
、
腎

臓
の
形
、
大
き
さ
や
糸
球
体
腎
炎
以

外
の
病
気
の
検
索
、
合
併
症
（
腫
瘍

や
結
石
な
ど
）
の
有
無
を
知
る
た
め

に
行
わ
れ
ま
す
。

Ⅳ 

腎
生
検
（
詳
細
な
診
断
）

　
た
ん
ぱ
く
尿
や
血
尿
が
み
ら
れ
た

り
、腎
機
能
に
異
常
が
あ
る
場
合
に
、

腎
臓
の
組
織
の
変
化
を
見
る
こ
と

で
、
腎
炎
の
種
類
や
そ
の
程
度
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
う
つ
ぶ
せ
の

状
態
で
エ
コ
ー
下
に
背
中
か
ら
細
い

針
を
腎
臓
に
刺
し
腎
臓
の
組
織
の
一

部
を
採
取
し
て
、
顕
微
鏡
で
診
断
し

ま
す
。

し
て
腎
臓
の
機
能
が
5
〜
10
％
を
下

回
る
と
尿
毒
症
症
状
が
出
現
し
、
腎

臓
の
代
り
に
な
る
治
療
（
腎
代
替
療

法
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
大
き
く
分
け
て
血
液
透
析
、
腹
膜

透
析
、
腎
移
植
の
3
種
類
が
あ
り
ま

す
。

●
血
液
透
析

　
週
に
2
〜
3
回
、
人
工
腎
セ
ン

タ
ー
に
通
院
し
な
が
ら
、
1
回
約
4

〜
5
時
間
の
透
析
（
血
液
を
い
っ
た

ん
体
外
に
導
出
し
、
透
析
装
置
に

よ
っ
て
水
分
と
老
廃
物
を
除
去
し
た

後
、
再
び
血
液
を
体
内
に
戻
し
ま
す
）

を
行
い
ま
す
。

●
在
宅
血
液
透
析

　
在
宅
血
液
透
析
は
、
自
宅
で
患
者

さ
ん
自
身
が
血
液
透
析
を
行
う
治
療

法
で
す
。
自
宅
で
十
分
な
透
析
時
間

を
確
保
で
き
る
た
め
、
腎
不
全
の
症

状(

だ
る
さ
、
貧
血
、
高
血
圧
等
）

が
改
善
し
、
週
3
回
の
通
院
透
析
よ

り
も
元
気
に
長
生
き
で
き
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
人
工
腎
セ
ン
タ
ー
で
は

2
0
1
2
年
1
月
か
ら
在
宅
血
液
透

析
を
開
始
し
、
現
在
5
人
の
方
が

行
っ
て
い
ま
す
。

及
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
腎
臓
の
機
能

が
低
下
す
る
疾
患
で
す
。
現
在
日
本

の
透
析
導
入
の
原
因
の
第
３
位
と

な
っ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　多
発
性
の
う
胞
腎

　
多
発
性
の
う
胞
腎
は
腎
臓
に
の
う

胞
（
液
体
が
た
ま
っ
た
袋
）
が
た
く

さ
ん
で
き
て
年
齢
と
と
も
に
大
き
く

な
り
、
腎
臓
を
圧
迫
し
、
腎
臓
本
来

の
働
き
が
徐
々
に
低
下
す
る
遺
伝
性

の
病
気
で
す
。
日
本
で
は
透
析
に
な

る
原
因
疾
患
の
第
５
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

　
腎
臓
か
ら
血
液
中
の
た
ん
ぱ
く
が

尿
に
大
量
に
漏
れ
出
る
状
態
を
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
症
候
群
と
い
い
ま
す
。
大
量

の
た
ん
ぱ
く
尿
と
低
た
ん
ぱ
く
血

症
、
浮
腫
な
ど
の
症
状
で
診
断
し
ま

す
。
腎
生
検
な
ど
で
の
原
因
診
断
が

非
常
に
大
切
で
す
。

尿検査を行う検査室

●
腹
膜
透
析

　
お
腹
の
中
に
チ
ュ
ー
ブ
を
留
置

し
、
そ
こ
か
ら
透
析
液
を
注
入
す
る

こ
と
に
よ
り
腹
膜
と
い
わ
れ
る
お
腹

の
中
の
膜
を
介
し
て
水
分
と
老
廃
物

を
除
去
す
る
方
法
で
す
。
透
析
液
を

1
日
4
回
交
換
す
る
方
法
（CAPD

）

と
夜
間
の
み
交
換
す
る
方
法

（APD

）
が
あ
り
ま
す
。

特集 1　腎臓内科
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■
腎
臓
病
の
種
類

　
腎
臓
の
病
気
に
は
、
腎
臓
自
体
の

障
害
に
よ
っ
て
お
こ
る
場
合
と
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
全
身
性
の
病

■
主
な
検
査
の
種
類
と
概
要

　
尿
検
査
・
血
液
検
査
・
腎
臓
の
画

像
検
査
・
腎
生
検
な
ど
に
よ
り
診
断

し
ま
す
。

Ⅰ 

尿
検
査（
早
期
発
見
の
た
め
の
検
査
）

　
尿
に
た
ん
ぱ
く
や
血
液
が
漏
れ
出

て
い
な
い
か
を
検
査
し
ま
す
。
腎
臓

病
か
ど
う
か
の
手
が
か
り
を
得
る
た

め
の
最
も
簡
単
な
検
査
で
す
。

Ⅱ 

血
液
検
査（
進
行
度
合
い
の
確
認
）

　
定
期
健
診
な
ど
で
一
般
的
に
行
わ

れ
る
検
査
で
す
。
な
か
で
も
大
切
な

の
が
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
で
す
。

①
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
（Cr

）

　
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
筋
肉
に
含
ま
れ

て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
の
老
廃
物
で

す
。
本
来
は
、
尿
素
窒
素
と
同
様
に

腎
臓
の
糸
球
体
で
ろ
過
さ
れ
尿
中
に

排
泄
さ
れ
ま
す
が
、
腎
臓
の
機
能
が

低
下
す
る
と
尿
中
に
排
泄
さ
れ
る
量

■
腎
臓
病
の
治
療
方
法

　
慢
性
腎
臓
病
に
対
し
て
は
、
末
期

腎
不
全
へ
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
に
、

ま
た
透
析
導
入
を
遅
ら
せ
る
た
め
に

生
活
習
慣
の
改
善
、
食
事
療
法
、
薬

物
療
法
な
ど
の
治
療
が
必
要
で
す
。

生
活
習
慣
で
は
、
禁
煙
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
定
期
的
な
運
動
に
心
掛
け
、

糖
分
や
動
物
性
脂
肪
の
摂
取
に
気
を

付
け
肥
満
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

脱
水
、
風
邪
、
過
労
な
ど
に
も
注
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
原
疾
患
に
対
す
る
治
療
が
優
先
さ

れ
ま
す
が
、
食
事
療
法
と
血
圧
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
腎
機
能
障
害
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
た
め
に
重
要
で
す
。
た
ん

ぱ
く
質
と
塩
分
制
限
を
中
心
と
し
た

食
事
に
な
り
ま
す
。
血
圧
が
高
い
こ

と
は
腎
臓
に
負
担
が
か
か
っ
て
腎
臓

の
障
害
を
進
行
さ
せ
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
塩
分
制
限
に
加
え
、
降
圧
剤

で
の
調
節
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
他
、
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と

体
が
酸
性
に
な
っ
た
り
、
貧
血
が
進

行
す
る
た
め
そ
れ
を
補
う
薬
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
慢
性
腎
臓
病
が
進
行

気
に
続
い
て
腎
障
害
が
お
こ
る
場
合

と
が
あ
り
ま
す
。

　慢
性
糸
球
体
腎
炎

　
腎
臓
の
中
の
糸
球
体
に
慢
性
的
に

炎
症
を
生
じ
る
疾
患
の
総
称
で
、
血

尿
や
た
ん
ぱ
く
尿
を
生
じ
、
持
続
す

る
こ
と
で
次
第
に
腎
機
能
が
低
下
し

ま
す
。
新
た
に
難
病
に
指
定
さ
れ
た

IgA

腎
症
や
膜
性
腎
症
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
腎
生
検
で
診

断
し
ま
す
。

　糖
尿
病
性
腎
症

　
糖
尿
病
性
腎
症
は
、
糖
尿
病
に

伴
っ
て
生
じ
る
腎
障
害
で
、網
膜
症
・

神
経
障
害
と
と
も
に
糖
尿
病
の
３
大

合
併
症
の
１
つ
で
す
。
糖
尿
病
で
血

糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
い
と
糸
球

体
が
障
害
を
受
け
腎
不
全
に
進
行
し

ま
す
。
我
が
国
の
透
析
導
入
患
者
の

原
因
疾
患
の
現
在
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　腎
硬
化
症

　
高
血
圧
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
全
身
の
動
脈
硬
化
を
来
し
、

腎
臓
の
細
い
血
管
に
も
動
脈
硬
化
が

が
減
少
し
、
血
液
中
に
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
が
た
ま
り
ま
す
。
腎
臓
の
機
能
の

低
下
と
と
も
に
、
そ
の
値
は
高
く
な

り
ま
す
。
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
が

8.0m
g/dl

以
上
と
な
る
と
透
析
導
入

が
検
討
さ
れ
ま
す
。

②eGFR

（
推
算
糸
球
体
ろ
過
量
）

　GFR

は
、
糸
球
体
ろ
過
量
の
略
語

で
、
腎
臓
の
中
に
あ
る
糸
球
体
が
ど

れ
く
ら
い
の
老
廃
物
を
ろ
過
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
示
す
値
で
す
。
　

m
l/

分
と
い
う
単
位
で
す
が
、
お
お

よ
そ
腎
機
能
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に

対
応
し
て
お
り
、GFR

が
75 m

l/

分

で
あ
れ
ば
、
腎
機
能
が
健
康
時
の

75
％
程
度
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
慢
性
腎
臓
病
（CKD

）
は
、
そ

の
重
症
度
に
応
じ
て
、
ス
テ
ー
ジ
１

か
ら
５
の
５
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
指
標
と
な
る
の
が

eGFR

で
す
。eGFR

は
血
清
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
値
と
年
齢
と
性
別
か
ら
計
算

さ
れ
ま
す
。
腎
臓
の
機
能
の
低
下
リ

ス
ク
が
高
ま
る
の
は
、
一
般
的
に
は

eGFR

50m
L/m

in

未
満
、
70
歳
以
上

で
はeGFR40m

L/m
in

未
満
で
す
。

こ
の
値
は
腎
臓
専
門
医
へ
の
紹
介
の

基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅲ 

画
像
診
断
（
詳
細
な
診
断
）

　
超
音
波
検
査
や
腹
部
C
T
は
、
腎

臓
の
形
、
大
き
さ
や
糸
球
体
腎
炎
以

外
の
病
気
の
検
索
、
合
併
症
（
腫
瘍

や
結
石
な
ど
）
の
有
無
を
知
る
た
め

に
行
わ
れ
ま
す
。

Ⅳ 

腎
生
検
（
詳
細
な
診
断
）

　
た
ん
ぱ
く
尿
や
血
尿
が
み
ら
れ
た

り
、腎
機
能
に
異
常
が
あ
る
場
合
に
、

腎
臓
の
組
織
の
変
化
を
見
る
こ
と

で
、
腎
炎
の
種
類
や
そ
の
程
度
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
う
つ
ぶ
せ
の

状
態
で
エ
コ
ー
下
に
背
中
か
ら
細
い

針
を
腎
臓
に
刺
し
腎
臓
の
組
織
の
一

部
を
採
取
し
て
、
顕
微
鏡
で
診
断
し

ま
す
。

し
て
腎
臓
の
機
能
が
5
〜
10
％
を
下

回
る
と
尿
毒
症
症
状
が
出
現
し
、
腎

臓
の
代
り
に
な
る
治
療
（
腎
代
替
療

法
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
大
き
く
分
け
て
血
液
透
析
、
腹
膜

透
析
、
腎
移
植
の
3
種
類
が
あ
り
ま

す
。

●
血
液
透
析

　
週
に
2
〜
3
回
、
人
工
腎
セ
ン

タ
ー
に
通
院
し
な
が
ら
、
1
回
約
4

〜
5
時
間
の
透
析
（
血
液
を
い
っ
た

ん
体
外
に
導
出
し
、
透
析
装
置
に

よ
っ
て
水
分
と
老
廃
物
を
除
去
し
た

後
、
再
び
血
液
を
体
内
に
戻
し
ま
す
）

を
行
い
ま
す
。

●
在
宅
血
液
透
析

　
在
宅
血
液
透
析
は
、
自
宅
で
患
者

さ
ん
自
身
が
血
液
透
析
を
行
う
治
療

法
で
す
。
自
宅
で
十
分
な
透
析
時
間

を
確
保
で
き
る
た
め
、
腎
不
全
の
症

状(

だ
る
さ
、
貧
血
、
高
血
圧
等
）

が
改
善
し
、
週
3
回
の
通
院
透
析
よ

り
も
元
気
に
長
生
き
で
き
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
人
工
腎
セ
ン
タ
ー
で
は

2
0
1
2
年
1
月
か
ら
在
宅
血
液
透

析
を
開
始
し
、
現
在
5
人
の
方
が

行
っ
て
い
ま
す
。

及
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
腎
臓
の
機
能

が
低
下
す
る
疾
患
で
す
。
現
在
日
本

の
透
析
導
入
の
原
因
の
第
３
位
と

な
っ
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　多
発
性
の
う
胞
腎

　
多
発
性
の
う
胞
腎
は
腎
臓
に
の
う

胞
（
液
体
が
た
ま
っ
た
袋
）
が
た
く

さ
ん
で
き
て
年
齢
と
と
も
に
大
き
く

な
り
、
腎
臓
を
圧
迫
し
、
腎
臓
本
来

の
働
き
が
徐
々
に
低
下
す
る
遺
伝
性

の
病
気
で
す
。
日
本
で
は
透
析
に
な

る
原
因
疾
患
の
第
５
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

　
腎
臓
か
ら
血
液
中
の
た
ん
ぱ
く
が

尿
に
大
量
に
漏
れ
出
る
状
態
を
ネ
フ

ロ
ー
ゼ
症
候
群
と
い
い
ま
す
。
大
量

の
た
ん
ぱ
く
尿
と
低
た
ん
ぱ
く
血

症
、
浮
腫
な
ど
の
症
状
で
診
断
し
ま

す
。
腎
生
検
な
ど
で
の
原
因
診
断
が

非
常
に
大
切
で
す
。

尿検査を行う検査室

●
腹
膜
透
析

　
お
腹
の
中
に
チ
ュ
ー
ブ
を
留
置

し
、
そ
こ
か
ら
透
析
液
を
注
入
す
る

こ
と
に
よ
り
腹
膜
と
い
わ
れ
る
お
腹

の
中
の
膜
を
介
し
て
水
分
と
老
廃
物

を
除
去
す
る
方
法
で
す
。
透
析
液
を

1
日
4
回
交
換
す
る
方
法
（CAPD

）

と
夜
間
の
み
交
換
す
る
方
法

（APD

）
が
あ
り
ま
す
。
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■
腎
臓
病
の
治
療
方
法

　
慢
性
腎
臓
病
に
対
し
て
は
、
末
期

腎
不
全
へ
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
に
、

ま
た
透
析
導
入
を
遅
ら
せ
る
た
め
に

生
活
習
慣
の
改
善
、
食
事
療
法
、
薬

物
療
法
な
ど
の
治
療
が
必
要
で
す
。

生
活
習
慣
で
は
、
禁
煙
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
定
期
的
な
運
動
に
心
掛
け
、

糖
分
や
動
物
性
脂
肪
の
摂
取
に
気
を

付
け
肥
満
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

脱
水
、
風
邪
、
過
労
な
ど
に
も
注
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
原
疾
患
に
対
す
る
治
療
が
優
先
さ

れ
ま
す
が
、
食
事
療
法
と
血
圧
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
腎
機
能
障
害
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
た
め
に
重
要
で
す
。
た
ん

ぱ
く
質
と
塩
分
制
限
を
中
心
と
し
た

食
事
に
な
り
ま
す
。
血
圧
が
高
い
こ

と
は
腎
臓
に
負
担
が
か
か
っ
て
腎
臓

の
障
害
を
進
行
さ
せ
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
塩
分
制
限
に
加
え
、
降
圧
剤

で
の
調
節
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
他
、
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と

体
が
酸
性
に
な
っ
た
り
、
貧
血
が
進

行
す
る
た
め
そ
れ
を
補
う
薬
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
慢
性
腎
臓
病
が
進
行

■
こ
ん
な
症
状
の
と
き
は

　
　
　
　
　
　腎
臓
内
科
へ

・
検
尿
で
異
常
と
言
わ
れ
た
方 

　
尿
の
異
常
は
腎
臓
病
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
適
切
な
治
療
を
受
け
な

け
れ
ば
、次
第
に
腎
機
能
が
低
下
し
、

腎
不
全
や
透
析
療
法
が
必
要
な
状
態

に
ま
で
腎
臓
の
障
害
が
進
ん
で
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
方

に
は
腎
生
検
を
含
め
た
検
査
を
行
い

ま
す
。
尚
、
血
尿
（
尿
潜
血
）
だ
け

の
場
合
は
、
ま
ず
泌
尿
器
科
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

・
顔
や
足
の
む
く
み
が
み
ら
れ

　る
場
合

　
腎
臓
病
特
有
の
自
覚
症
状
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

・
腎
機
能
低
下
を
指
摘
さ
れ
た

　方 

　
　

　
主
な
治
療
は
血
圧
管
理
や
食
事
療

法
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
自
覚
症
状
が

■
最
後
に

　
腎
臓
の
病
気
は
自
覚
症
状
が
な
い

こ
と
が
多
く
、
健
診
を
受
け
て
い
な

い
と
早
期
発
見
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
年
1
回
は
健
診
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、

健
康
診
断
で
異
常
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
、
痛
く
も
痒
く
も
な
い
か
ら
と

い
っ
て
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
腎
臓
内
科
で
は
腎
臓
病
を
早
期
に

診
断
、
治
療
し
、
腎
機
能
が
悪
化
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
で
き

る
だ
け
透
析
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
末
期
腎
不
全
に
至
っ
た
場
合

に
は
よ
り
良
い
透
析
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
て
腎
臓
の
機
能
が
5
〜
10
％
を
下

回
る
と
尿
毒
症
症
状
が
出
現
し
、
腎

臓
の
代
り
に
な
る
治
療
（
腎
代
替
療

法
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
大
き
く
分
け
て
血
液
透
析
、
腹
膜

透
析
、
腎
移
植
の
3
種
類
が
あ
り
ま

す
。

●
血
液
透
析

　
週
に
2
〜
3
回
、
人
工
腎
セ
ン

タ
ー
に
通
院
し
な
が
ら
、
1
回
約
4

〜
5
時
間
の
透
析
（
血
液
を
い
っ
た

ん
体
外
に
導
出
し
、
透
析
装
置
に

よ
っ
て
水
分
と
老
廃
物
を
除
去
し
た

後
、
再
び
血
液
を
体
内
に
戻
し
ま
す
）

を
行
い
ま
す
。

●
在
宅
血
液
透
析

　
在
宅
血
液
透
析
は
、
自
宅
で
患
者

さ
ん
自
身
が
血
液
透
析
を
行
う
治
療

法
で
す
。
自
宅
で
十
分
な
透
析
時
間

を
確
保
で
き
る
た
め
、
腎
不
全
の
症

状(

だ
る
さ
、
貧
血
、
高
血
圧
等
）

が
改
善
し
、
週
3
回
の
通
院
透
析
よ

り
も
元
気
に
長
生
き
で
き
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
人
工
腎
セ
ン
タ
ー
で
は

2
0
1
2
年
1
月
か
ら
在
宅
血
液
透

析
を
開
始
し
、
現
在
5
人
の
方
が

行
っ
て
い
ま
す
。

な
く
て
も
徐
々
に
悪
化
し
、
透
析
が

必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

定
期
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

 ・
末
期
腎
不
全
で
透
析
療
法
が

　必
要
な
方 

　
透
析
の
方
法
に
は
血
液
透
析
と
腹

膜
透
析
が
あ
り
ま
す
。

・
多
発
性
の
う
胞
腎
と
診
断
さ

れ
た
方
、
ま
た
は
血
縁
の
方
が

多
発
性
の
う
胞
腎
と
診
断
さ
れ

自
分
も
そ
の
疑
い
が
あ
る
方 

　
腎
臓
に
で
き
る
の
う
胞
が
大
き
く

な
る
こ
と
を
抑
え
た
り
、
多
発
性
の

う
胞
腎
に
お
け
る
腎
機
能
低
下
を
遅

く
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
バ

ゾ
プ
レ
シ
ン
受
容
体
拮
抗
薬
で
あ
る

ト
ル
バ
プ
タ
ン
（
サ
ム
ス
カ
）
と
い

う
薬
に
よ
る
治
療
が
2
0
1
4
年
よ

り
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

在
宅
血
液
透
析
の
様
子

血
液
透
析
装
置

●
腹
膜
透
析

　
お
腹
の
中
に
チ
ュ
ー
ブ
を
留
置

し
、
そ
こ
か
ら
透
析
液
を
注
入
す
る

こ
と
に
よ
り
腹
膜
と
い
わ
れ
る
お
腹

の
中
の
膜
を
介
し
て
水
分
と
老
廃
物

を
除
去
す
る
方
法
で
す
。
透
析
液
を

1
日
4
回
交
換
す
る
方
法
（CAPD

）

と
夜
間
の
み
交
換
す
る
方
法

（APD

）
が
あ
り
ま
す
。

特集 1　腎臓内科

■本館棟に新しく設置された血液浄化療法室 血液透析とは？
①週に2～3回透析を行う医療機関に通院し、専門のスタッフによって
　1回4～5時間かけて行う治療方法です。
②シャントを作成します。シャントが作れない場合は人工血管を使用した
　 内シャントやカテーテルを使用して行います。
③シャントから血液をダイアライザーと呼ばれる透析器（浄水器のフィル
　ターのようなもの）に通す事で、血液をきれいにします。

腹膜透析とは？

①ご自宅や職場でできる治療です。透析を行うのはご自身もしくは
　 ご家族の方が実施します。通院が必要となるのは月に1～2回です。
②お腹に透析をするためのチューブを入れる手術を行います。
③カテーテルと呼ばれる管を通して透析液の交換を行う事で血液を
   きれいにします。
④通常1日4回のバック交換か、日中の交換をなくし、夜間就寝中に
   機械を使って行う治療です。

Continuous （連続的に）
Ambulatory （携行可能な）
Peritoneal （腹膜を使った）
Dialysis （透析）

＊シャントとは腕の血管（静脈と動脈）を

　手術でつなぎ、透析の時に多くの血液

　を出し入れできる血管の場所です。
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■
腎
臓
病
の
治
療
方
法

　
慢
性
腎
臓
病
に
対
し
て
は
、
末
期

腎
不
全
へ
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
に
、

ま
た
透
析
導
入
を
遅
ら
せ
る
た
め
に

生
活
習
慣
の
改
善
、
食
事
療
法
、
薬

物
療
法
な
ど
の
治
療
が
必
要
で
す
。

生
活
習
慣
で
は
、
禁
煙
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
定
期
的
な
運
動
に
心
掛
け
、

糖
分
や
動
物
性
脂
肪
の
摂
取
に
気
を

付
け
肥
満
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

脱
水
、
風
邪
、
過
労
な
ど
に
も
注
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
原
疾
患
に
対
す
る
治
療
が
優
先
さ

れ
ま
す
が
、
食
事
療
法
と
血
圧
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
腎
機
能
障
害
の
進
行
を

遅
ら
せ
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た
め
に
重
要
で
す
。
た
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ぱ
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と
塩
分
制
限
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し
た
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に
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こ

と
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腎
臓
に
負
担
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腎
臓

の
障
害
を
進
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さ
せ
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
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に
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降
圧
剤

で
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調
節
が
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な
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。
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他
、
腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
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に
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血
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進

行
す
る
た
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れ
を
補
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必
要
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な
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ま
す
。
慢
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腎
臓
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進
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■
こ
ん
な
症
状
の
と
き
は

　
　
　
　
　
　腎
臓
内
科
へ

・
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と
言
わ
れ
た
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い
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潜
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。
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　る
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療
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■
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受
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受
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あ
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。
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い
き
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を
下
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と
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こ
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。
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す
。
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院
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1
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現
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に
お
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る
腎
機
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下
を
遅

く
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
バ

ゾ
プ
レ
シ
ン
受
容
体
拮
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で
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る

ト
ル
バ
プ
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ン
（
サ
ム
ス
カ
）
と
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う
薬
に
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治
療
が
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0
1
4
年
よ

り
可
能
と
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ま
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。

在
宅
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透
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の
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子
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●
腹
膜
透
析

　
お
腹
の
中
に
チ
ュ
ー
ブ
を
留
置

し
、
そ
こ
か
ら
透
析
液
を
注
入
す
る

こ
と
に
よ
り
腹
膜
と
い
わ
れ
る
お
腹

の
中
の
膜
を
介
し
て
水
分
と
老
廃
物

を
除
去
す
る
方
法
で
す
。
透
析
液
を

1
日
4
回
交
換
す
る
方
法
（CAPD

）

と
夜
間
の
み
交
換
す
る
方
法

（APD

）
が
あ
り
ま
す
。

特集 1　腎臓内科

■本館棟に新しく設置された血液浄化療法室 血液透析とは？
①週に2～3回透析を行う医療機関に通院し、専門のスタッフによって
　1回4～5時間かけて行う治療方法です。
②シャントを作成します。シャントが作れない場合は人工血管を使用した
　 内シャントやカテーテルを使用して行います。
③シャントから血液をダイアライザーと呼ばれる透析器（浄水器のフィル
　ターのようなもの）に通す事で、血液をきれいにします。

腹膜透析とは？

①ご自宅や職場でできる治療です。透析を行うのはご自身もしくは
　 ご家族の方が実施します。通院が必要となるのは月に1～2回です。
②お腹に透析をするためのチューブを入れる手術を行います。
③カテーテルと呼ばれる管を通して透析液の交換を行う事で血液を
   きれいにします。
④通常1日4回のバック交換か、日中の交換をなくし、夜間就寝中に
   機械を使って行う治療です。

Continuous （連続的に）
Ambulatory （携行可能な）
Peritoneal （腹膜を使った）
Dialysis （透析）

＊シャントとは腕の血管（静脈と動脈）を

　手術でつなぎ、透析の時に多くの血液

　を出し入れできる血管の場所です。
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特集 2

再
構
築
へ
の
あ
ゆ
み
14

　事務長

岡村 和夫

　病院再構築へのあゆみ　第 14 回「病院だより」第 110 号より、篠
ノ井総合病院再構築計画についてシリーズでお知らせしています。第
14 回目は、平成 27 年 12 月現在の進捗状況及び今後のスケジュール
について報告します。

　
　工
事
の
進
捗
状
況
（
11
月
末
）

　
　  

　
11
月
の
第
Ⅰ
期
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
全
体
で
９
１
・
９
％

（
建
築
主
体
工
事
９
１
・
０
％
、
電
気
設
備
工
事
９
３
・
１
％
、

機
械
設
備
工
事
９
３
・
６
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
西

棟
と
中
央
棟
を
つ
な
ぐ
「
西
渡
り
廊
下
」
の
建
築
と
「
中
央
棟
」

の
耐
震
補
強
を
含
む
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
旧

本
館
棟
の
一
部
で

先
行
解
体
工
事
も

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
は
平
成

28
年
１
月
に
完
成

し
、
29
日
に
引
取

り
式
を
行
い
ま
す
。

　
中
央
棟
の
改
修

工
事
完
成
に
伴
い
、

旧
東
棟
５
階
と
東

棟
４
階
に
一
時
移

動
し
て
い
た
病
棟

の
中
央
棟
へ
の

引
っ
越
し
を
２
月

５
日
（
金
）
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

再構築へのあゆみ　14 

今後の工事工程およびスケジュール

①中央棟改修工事第Ⅰ期　中央棟の耐震補強、１階受付・２階３階病棟の改修工事です
②西渡り廊下建設工事　　西棟と中央棟を３階で繋ぐ渡り廊下です
③旧本館棟解体工事　　　旧本館棟を西側から解体します
④仮設渡り廊下建設工事　東棟薬剤科通用口と中央棟を繋ぐ渡り廊下です
⑤旧東棟解体工事　　　　旧東棟を西側から解体します
⑥玄関棟建設工事　　　　本館棟に通ずる正式なエントランスとなる玄関棟です
⑦東渡り廊下建設工事　　中央棟と東棟を２階と３階で繋ぐ渡り廊下です
⑧東棟・北棟改修工事　　内部の改修工事です
⑨中央棟改修工事第Ⅱ期　薬剤科が移転するための工事です
⑩仮設渡り廊下解体工事　玄関棟使用開始により④で建設した仮設渡り廊下を解体します

①

本館棟

東棟
北棟

西棟

中央棟

旧本館棟

東渡り廊下
仮設渡り廊下

改修工事

西渡り廊下
旧東棟

②

③

④ ⑤ ⑥エントランス
⑦

⑧

⑨

（11 月 16 日撮影）

（11 月 25 日撮影）

※

①
〜
⑩
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
説
明
、
写
真
は

　連
携
し
て
い
ま
す
。



13 12

特集 2

再
構
築
へ
の
あ
ゆ
み
14

　事務長

岡村 和夫

　病院再構築へのあゆみ　第 14 回「病院だより」第 110 号より、篠
ノ井総合病院再構築計画についてシリーズでお知らせしています。第
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、

機
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事
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３
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６
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ま
す
。
現
在
、
西

棟
と
中
央
棟
を
つ
な
ぐ
「
西
渡
り
廊
下
」
の
建
築
と
「
中
央
棟
」

の
耐
震
補
強
を
含
む
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
旧

本
館
棟
の
一
部
で

先
行
解
体
工
事
も

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
は
平
成

28
年
１
月
に
完
成

し
、
29
日
に
引
取

り
式
を
行
い
ま
す
。

　
中
央
棟
の
改
修

工
事
完
成
に
伴
い
、

旧
東
棟
５
階
と
東

棟
４
階
に
一
時
移

動
し
て
い
た
病
棟

の
中
央
棟
へ
の

引
っ
越
し
を
２
月

５
日
（
金
）
に
予

定
し
て
い
ま
す
。
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今後の工事工程およびスケジュール

①中央棟改修工事第Ⅰ期　中央棟の耐震補強、１階受付・２階３階病棟の改修工事です
②西渡り廊下建設工事　　西棟と中央棟を３階で繋ぐ渡り廊下です
③旧本館棟解体工事　　　旧本館棟を西側から解体します
④仮設渡り廊下建設工事　東棟薬剤科通用口と中央棟を繋ぐ渡り廊下です
⑤旧東棟解体工事　　　　旧東棟を西側から解体します
⑥玄関棟建設工事　　　　本館棟に通ずる正式なエントランスとなる玄関棟です
⑦東渡り廊下建設工事　　中央棟と東棟を２階と３階で繋ぐ渡り廊下です
⑧東棟・北棟改修工事　　内部の改修工事です
⑨中央棟改修工事第Ⅱ期　薬剤科が移転するための工事です
⑩仮設渡り廊下解体工事　玄関棟使用開始により④で建設した仮設渡り廊下を解体します

①

本館棟

東棟
北棟

西棟

中央棟

旧本館棟

東渡り廊下
仮設渡り廊下

改修工事

西渡り廊下
旧東棟

②

③

④ ⑤ ⑥エントランス
⑦

⑧

⑨

（11 月 16 日撮影）

（11 月 25 日撮影）

※

①
〜
⑩
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
説
明
、
写
真
は

　連
携
し
て
い
ま
す
。
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10 ～ 12 月　主な出来事

2223

11/22　世界糖尿病デー in 篠ノ井総合病院

11/28　院内文化祭典

　11/19

　ＪＡグリーン長野様よりサンふじを寄贈される

11/19　当院職員が一日消防士に

12/1　クリスマスイルミネーション

11 月下旬　看護師再就職支援研修会

　　頂いたリンゴは入院患者様の食事のデザートに！

　糖尿病について多くの
　方が学びました。

消防の火にあわせ、一日消防士として
防火活動に参加しました。

看護師として職場復帰を考えている
方を対象とした研修会を 4回にわけ
開催しました。

恒例のクリスマスイルミネーション
今年から新しい本館棟の南側と北側
に設置しました。

ドクターヘリより大型の県警察ヘリ、県消防ヘリの患者受入れ
訓練を行いました。薄暮訓練も実施（写真下）
ヘリコプターの離着陸時には騒音等で近隣の皆様にはご迷惑を
お掛けしますが、ご理解いただきますようお願い申し上げます。

ホスピタルストリート

ホスピタルストリート

免震装置見学

コーラス部

軽音楽部

長野駅

通明小学校

ころぽっくる保育園会区の皆さんオカリナ演奏

写真

11/13　県消防ヘリ患者受入訓練

12/4・8　県警察ヘリ患者受入訓練

11/19　篠ノ井公民館地域の企業めぐり
地元の方が新しくなった病院を見学されました。

11/07　災害対応訓練実施
大規模災害を想定し訓練を行いました。

9 月　お産の食事をリニューアルしました
より美味しくなり好評です。

10 月　長野市児童作品展を開催
多くの方が作品に足を止めていました。

薄暮訓練

やまびこ２号

アルプス

入院患者様に安らぎのひと時を過ごしていただきました。
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病院理念      　私たちは、厚生連理念にのっとり患者本位の医療の実践に努めます
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ご自由にお持ち下さい

目次
腎臓内科　田村医師（血液浄化療法室）

各科診療担当医表

ホームページはこちら→

平成 28 年１月１日現在

担当医表は予告なく変更されることがあります

●受付は８時～ 11 時 30 分までです。
●午後の診察は予約外来、慢性疾患外来のみです。
●各科の再診は予約もできます。
●毎月第 2・3・5 土曜日は休診です。
●救急患者様につきましてはこの限りではありません。

当院では、初診時に他の医療機関からの紹介状（診療情報提供書）をお持ちでない患者様から保険外療養費 3,000 円（税込み）
を頂いております。初診の際はできるだけ「紹介状」をお持ち下さい。


